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幹
線
道
路
の
整
備

　

町
で
は
、 
八  
間 

は
ち 
け
ん 

樋 
橋
の
架
け
替

び

え
と
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
、
平
成　

年
度
か
ら
調
査
設

21

計
を
行
い
、
平
成　

年
度
に
は
、

23

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
国
の
採
択

を
受
け
、
本
格
的
に
事
業
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
詳

細
設
計
を
行
い
、
道
路
線
形
の
説

明
会
を
開
催
し
、
線
形
の
決
定
と

一
部
用
地
買
収
に
入
る
予
定
で

す
。
な
お
、
平
成　

年
度
完
成
を

27

め
ど
と
し
て
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
地
域
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
本
事
業
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

生
活
圏
道
路
の
整
備

　

町
内
に
は
、
建
物
が
建
ち
並
び

 
幅  
員 （
道
路
の

ふ
く 
い
ん

 
巾 
）が
４�
に
満
た

は
ば

な
い
道
路
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
道
路
は
、
救
急
車

や
消
防
車
の
通
行
に
支
障
を
き
た

す
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
避
難

に
も
支
障
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生

活
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
生

活
圏
道
路
の
拡
幅
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

町
道
の
拡
幅
整
備
事
業
は
、
土

地
を
買
収
し
、
支
障
と
な
る
物
件

の
補
償
を
行
い
拡
幅
工
事
を
行
う

も
の
で
す
が
、
道
路
側
溝
や
擁
壁

な
ど
の
構
造
物
を
設
置
し
道
路
を

造
る
た
め
、
一
路
線
を
完
成
さ
せ

る
に
は
多
く
の
工
事
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
工
事
費
の
節
減
に
向
け

て
工
法
な
ど
の
検
討
も
行
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
工
事
に
か
か
る

費
用
が
少
な
く
な
れ
ば
多
く
の
道

路
が
整
備
で
き
ま
す
。

　

道
路
の
拡
幅
に
必
要
な
土
地
の

寄
附
や
無
償
で
物
件
移
転
に
ご
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
路
線
は
、
優

先
的
に
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
拡
幅
に
伴

う
用
地
及
び
物
件
移
転
に
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町道の整備・維持管理

　　　　　行っています

　　  道路の整備は、地域の活性化や交流の基盤となる

　 町民の快適な生活を支えるとともに 災害時における

　               輸送など大変重要な役割を果たしています。

拡幅工事完成後 拡幅工事着手前
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道
路
の
維
持
管
理

　

道
路
・ 
橋 

き
ょ
う 
梁 
の
日
常
的
な
維

り
ょ
う

持
・
管
理
を
行
い
、
利
用
者
の
安

全
と
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
快
適
な
道
路
環
境
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
道
路
維
持
事
業

　

町
道
は
、
常
に
良
好
な
状
態
を

保
つ
た
め
に
日
常
的
に
維
持
・
修

繕
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
道
路
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
破
損
箇
所
の
早
期
発

見
に
努
め
、
応
急
的
な
修
繕
を
行

う
な
ど
対
処
し
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
現
在
管
理
し
て
い
る

町
道
は
、
約
５
４
０�
と
膨
大
な

延
長
で
あ
り
、
皆
様
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
常
に
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、「
町
道

に
穴
が
開
い
て
い
る
」、「
側
溝
の

 
蓋 
が
壊
れ
て
い
る
」
な
ど
お
気
づ

ふ
たき

の
際
は
、
都
市
建
設
課
建
設
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

橋
梁
の
維
持
管
理

○
橋
梁
点
検
・
長
寿
命
化
修
繕
計

画
策
定

　

町
で
は
、
管
理
す
る
橋
梁
の
現

状
を
把
握
し
安
全
性
や
耐
荷
力
、

耐
久
性
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ

る
損
傷
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
全
と
安
全
か
つ
円
滑

な
交
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
効

率
的
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、

橋
梁
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、

従
来
の
対
症
療
法
的
な
修
繕
か
ら

計
画
的
か
つ
予
防
的
な
修
繕
に
転

換
し
、
安
全
で
安
心
な
利
用
と
橋

梁
の
耐
用
年
数
の
延
長
に
よ
る
コ

ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
、
橋
梁
の

長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
係

�
内
線
４
３
１

敷砂利による町道の修繕状況

アスファルト舗装の修繕状況

橋 桁 や床版の目視点検状況
げた

▼砕石敷きし
１５５路線　２３，０４０ｍ
▼グレーダー不陸整正
12路線　
２，９５０ｍ

平成22年度に実施した 
未舗装道路の修繕状況

町が管理している
町道橋の数

２６６橋（平成22年度末）
橋梁点検
橋長15以上23橋を点検
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福
祉
医
療
制
度
は
、
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

下
記
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
、
速
や
か
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
関
し
て

○
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
所

地
の
課
税
証
明
書
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

○
群
馬
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
前
住
所
地
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
た
か
た
は
、「
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
交
付
状
況
証
明
書
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
（
前
住
所
地
の

役
所
・
役
場
で
発
行
さ
れ
ま
す
）。

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

注
意
①

　

学
校
管
理
下
で
の
け
が
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

済
給
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

授
業
中
に
限
ら
ず
、
部
活
動
中

や
修
学
旅
行
先
、
登
下
校
中
の
け

が
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
該
当
に

な
り
そ
う
な
場
合
は
、
学
校
の
先

生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
意
②

    
軽
い
症
状
で
も
休
日
や
夜
間
に

病
院
の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
か

た
が
増
え
て
い
ま
す
。
時
間
外
は

病
院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
少
な

く
、
軽
症
の
か
た
が
多
く
受
診
す

る
こ
と
で
重
症
患
者
の
治
療
に
影

響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

    
医
師
な
ど
の
負
担
が
増
え
、
地

域
の
救
急
医
療
体
制
が
維
持
で
き

な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
身

近
な
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
医

療
機
関
の
適
正
利
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

手続きに必要なもの資格要件種類

保険証・印鑑
中学生以下の児童・生徒

（平成８年４月２日以降に出生したかた）
子ども

証書・保険証・印鑑特別児童扶養手当１級

重度心身障害者（児）
年金証書・保険証・印鑑

障害基礎年金１級
（障害厚生年金の１級でも認められます）

身体障害者手帳・保険証・印鑑身体障害者手帳１級及び２級

療育手帳・保険証・印鑑療育手帳判定Ａ

保険証・印鑑・板倉町に
本籍のないかたは戸籍謄本

18歳未満の児童を扶養している母子・父子
家庭及び18歳未満で父母のいない児童

母子・父子家庭など

人
権
相
談
所
を
開
設

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
国
連
が
世
界
人

権
宣
言
を
採
択
し
た
記
念
と
し

て
、
毎
年　

月　

日
を
「
人
権

12

10

デ
ー
」
と
定
め
、　

月
４
日
か
ら

12

　

日
ま
で
の
1
週
間
を
「
人
権
週

10間
」
と
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
人
権
週
間
に
併
せ
て

法
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
暮

ら
し
の
中
で
何
か
お
困
り
事
の
あ

る
か
た
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
　

月　

日　

12

13

(火)

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

場
所　

中
央
公
民
館　

３
階
和
室

相
談
内
容　

い
じ
め
、
高
齢
者
虐

待
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
悩
み

ご
と

相
談
料　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
４

福
祉
医
療
費
の
速
や
か
な
手
続
き
を

福
祉
医
療
費

広報いたくら　Ｈ23．12．１(5)

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
早
め
に

子
ど
も
手
当

　
　

月　

日
、
群
馬
県
庁
に
て
栗

11

21

原
町
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
板

倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
産
業
用
地
に
進

出
を
決
め
た
イ
ー
ト
ア
ン
ド
株
式

会
社
と
県
企
業
局
と
の
用
地
売
買

契
約
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
へ
の
進
出
が
決
ま
っ
た

イ
ー
ト
ア
ン
ド
株
式
会
社
は
、

「
大
阪
王
将
」
な
ど
の
外
食
事
業
の

店
舗
を
全
国
展
開
し
て
お
り
、
板

倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
産
業
用
地
に
新

設
す
る
関
東
工
場
（
仮
称
）
で
は
、

冷
凍
食
品
や
外
食
用
の
餃
子
を
中

心
に
生
産
を
行
い
、
関
東
圏
の
基

幹
工
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

  
今
後
、
雇
用
機
会
の
創
出
や
当

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の

波
及
効
果
に
も
大
き
な
期
待
が
で

き
ま
す
。

進
出
計
画

①
用
地
面
積　

９，
７
３
７
・
８

２
㎡

②
建
設
着
工　

平
成　

年　

月

23

12

（
予
定
）

③
操
業
開
始　

平
成　

年
８
月
初

24

旬
（
予
定
）

④
建
設
概
要　

延
べ
面
積
５，
３

１
５
㎡
（
予
定
）

⑤
取
扱
品
目　

餃
子
、
生
麺
、
冷

凍
食
品

問
合
せ　

産
業
政
策
係

�
　

－

４
０
４
０

70

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
「
平

23

10

成　

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

23
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
手
当
を

受
け
取
っ
て
い
る
か
た
も
含
め
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
全
て
の
か

た
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
か
た
は
、
勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
猶
予
期
間

　

平
成　

年　

月
１
日
の
時
点
で

23

10

受
給
資
格
の
あ
る
か
た
は
、
平
成

　

年
３
月
末
ま
で
に
申
請
を
す
れ

24ば
、　

月
分
か
ら
手
当
を
受
け
取

10

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、　

月
以
降
に
板
倉
町

10

に
転
入
し
た
か
た
や　

月
以
降
に

10

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
か
た
は
、

基
本
的
に
申
請
の
翌
月
分
か
ら
が

対
象
と
な
り
ま
す
（
３
月
ま
で
に

申
請
を
し
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
れ
ま
せ
ん
）。

　

平
成　

年
２
月
分
手
当
を
受
給

24

す
る
に
は
、　

月　

日
ま
で
に
申

12

22

請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
申
請
に
必
要
な

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
を　
11

月
上
旬
に
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

産
業
用
地
へ
イ
ー
ト
ア
ン
ド
㈱
進
出
決
定

産
業
用
地

合の川水防センター
一般開放終了のお知らせ

　昨年11月から行ってきました「合の川水防セン

ター（大高嶋地先）」の一般開放を、10月末をもっ

て終了しましたのでお知らせします。

　ご来場ありがとうございました。

問合せ　行政安全係　�内線１２１

左より 篠  � 群馬県企業管理者、イートアンド㈱
しの ざき

 仲  田 
なか た

常務、栗原町長



( 6)

広報いたくらはインターネットでもご覧いただけます

 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p/

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
タウンニュース

風
景
審
議
会
委
員
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員

風
景
審
議
会
委
員

暮
ら
し
に
役
立
つ
科
学

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

平
成　

年
度
役
場
臨
時
職
員
募
集

24

　

臨
時
職
員
と
し
て
採
用
を
希
望

す
る
か
た
に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
人
員
が
必
要
な

時
に
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
て

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

　

登
録
後
、
す
ぐ
に
雇
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
雇
用
人
員
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
期

間
内
に
雇
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
条
件
ま
た
は
適
性

な
ど
に
よ
り
連
絡
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

○
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師
な

ど
の
有
資
格
者

○
調
理
員
、
図
書
事
務
員
、
用
務

員
、
一
般
事
務
補
助
職
員
な
ど

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
原
則
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

賃
金

○
月
給　

１
３
７，
５
０
０
円

　
　
　
　

〜
１
５
６，
０
０
０
円

○
時
給　

７
５
０
円

　
　
　
　

〜
１，
０
０
０
円

※
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

受
付
期
限　

平
成　

年
１
月　

日　

24

13

(金)

提
出
書
類　

臨
時
職
員
登
録
申
込
書

※
申
込
書
は
総
務
課
及
び
各
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
３

　

町
は
平
成　

年
度
に
景
観
行
政

20

団
体
と
な
り
、
平
成　

年
度
に
は

22

風
景
計
画
を
策
定
し
、
併
せ
て
風

景
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
風
景
審
議
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
に
関
し
て
定
め
ら

れ
た
事
項
を
調
査
・
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

２
名
以
内

資
格　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
景
観
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る

　

歳
以
上
の
か
た

20任
期　

２
年

審
議
会　

年
３
〜
４
回
開
催
予
定

申
込
期
限　

平
成　

年
１
月　

日　

24

10

(火)

申
込
方
法　

応
募
の
動
機
及
び
板

倉
町
の
風
景
（
景
観
）
に
関
す
る

意
見
な
ど
を
８
０
０
字
程
度
（
様

式
は
自
由
）
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
を
記
入
し
、
役
場
都
市
建
設

課
都
市
計
画
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
可
）。

申
込
先
・
問
合
せ

都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

�
　

－

４
０
６
２

82

�
toshi@town.itakura.

gunma.jp

　

地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
科
学
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
地
域
連
携
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

科
学
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
お

話
し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
、
お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、

気
軽
な
雰
囲
気
の
中
で
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日　

12

22

(木)

午
後
５
時
〜
６
時

場
所　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
食
堂
（
カ
パ
テ
ィ
ー
ナ
）

テ
ー
マ　
「
寝
て
い
る
間
も
働
き

続
け
る
脳   
〜 
嗅 
覚
か
ら
み
た

き
ゅ
う

脳
と
睡
眠
〜
」

講
師　
 
柏  
谷 

か
し
わ 
だ
に 

英  
樹 　

氏
（
東
京
大

ひ
で 
き

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
助
教
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催　

東
洋
大
学
生
命
科
学
部
・

板
倉
町
・
館
林
市

問
合
せ

○
東
洋
大
学
教
学
課

�
　

－

９
１
３
８

82
○
企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
２

広報いたくら　Ｈ23．12．１(7)

　

第　

区
自
主
防
災
組
織
が
テ
ン

27

ト
、
発
電
機
、
投
光
器
、
リ
ア

カ
ー
、
担
架
な
ど
の
防
災
資
器
材

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
行
う
「
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

宝
く
じ
助
成
で
資
器
材
を
整
備

自
主
防
災
組
織
助
成

　町が実施している事業について、その必要性や実施方法
の妥当性などを、外部の視点で議論・評価をしていただ
き、今後の事業の改革・改善に役立てるため、「板倉町事業
仕分け」を実施します。
　事業仕分けは、町民の皆様に仕分けの過程をご覧いただ
き、討論の透明性を図るため、公開で実施します。
期日　平成24年２月５日(日)
場所　板倉町役場　議場

平成23年度事業仕分け

　

平
成　

・　

年
度
競
争
入
札
参

24

25

加
資
格
審
査
申
請
（
建
設
工
事
）

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成　

年
１
月
５
日

24

　

〜
１
月　

日　

(木)

31

(火)

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

申
請
方
法　
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
」
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
電
子
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

https://portal.g-cals.

e-gunma.lg.jp/portal/

問
合
せ　

財
政
係

�
内
線
１
３
３

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
開
始

入
札
参
加
資
格

宝くじの収益金の一部は、こうした地域の安心・安
全のために使われています。

　事業仕分けの実施にあたり、外部の有識者とともに町担
当の職員との質疑・応答によって、公平・公正な立場で事
業仕分けを行っていただけるかたを町民の皆様から募集し
ます。
募集人数　４名
※応募者が多数の場合は抽選とします。
仕分け人の役割等
○仕分け対象事業の選定及び事業の評価。
○仕分け人に対する報酬はありません。
　なお、仕分け対象事業の選定及び仕分け当日の２日間は
終日の作業となりますので、昼食を用意します。
応募条件
○町内に在住している18歳以上のかた。
○町の行財政改革及び町が実施する事業に関心があるかた。
○現職の国会議員、群馬県議会議員、板倉町議会議員及び
板倉町職員でないかた。
○昨年度の公募による仕分け人に選定されていないかた。
応募方法
　応募されるかたは、所定の応募用紙に必要事項を記入し
て、次の募集期間内に役場総務課秘書人事係（本庁舎１階）
までお送りください。（持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール可）
募集期間　12月１日(木)～12月20日(火)
応募用紙
　役場総務課秘書人事係で配布しています。また、町ホー
ムページからもダウンロードすることができます。
その他
　提出書類は、板倉町情報公開条例及び板倉町個人保護条
例に基づいて取り扱います。
応募先・問合せ　秘書人事係
�内線１１１・１１３
�８２－１３００
�k- hi syo@t own. i t akur a. gunma. j p

事業仕分け人を募集します

12月１日（木）
　～10日（土）

冬の県民交通安全運冬の県民交通安全運動動
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今月も町の話題が盛りだくさん！

    盛大に秋の祭典  

　　ピンチをチャンスに
　11月13日(日）、前宮崎県知事の 東  国  原  英  夫 

ひがし こく ばる ひで お

さんを講師に招き、町民教養講座が中央公民

館で開催されました。

　「タレントと政治家になりたい」という子

ども時代からの夢を、 挫  折 しそうな時もくじ
ざ せつ

けず前向きな性格で乗り越えてきた体験談

は、ユーモアとともに５００名を超える聴衆

を魅了しました。会場は大きな笑いに包ま

れ、あっという間の90分間となりました。

　10月29日(土）、秋に延期されていた「第27回

板倉まつり」が「第32回町民文化祭」と「第

２回商工祭」とともに「いたくら秋の祭典」

として盛大に開催されました。

　秋晴れの下、会場となった中央公民館と海

洋センターまでを含めた駐車場には、所狭し

と模擬店が建ち並び、家族連れなどたくさん

の来場者で大変な 賑 わいとなりました。
にぎ

　各種文化団体による作品が展示された中

央公民館では、館内展示場を巡って豪華賞品

が当たるスタンプラリーの抽選も行われま

した。

　また、会場内の特設ステージでは、板倉町

の伝統芸能をはじめ、各種団体による華やか

なステージ発表が繰り広げられました。

　やがて日も傾き辺りも暗くなると、迫力あ

る 御  輿 やお 囃  子 、 山  車 などが繰り出し、人で
み こし はや し だ し

あふれる会場を練り歩きました。

　祭典のフィナーレでは、１，５００発の打

ち上げ花火が秋の夜空を彩り、楽しかった１

日を締めくくりました。

広報いたくら　Ｈ23．12．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　平和への誓い

　　末永く夫婦いっしょに

　　歩いて町を再発見

　　ハロウィンパレード

　11月６日(日)、健康ウオークが行われまし

た。約１００名の参加者は、健康の郷「季楽

里」をスタートし、健康コース12km、文化的

景観コース10kmの２コースに別れ、秋の板倉

を散策しました。通り前橋を歩いた参加者

は、「町にこんな場所があるとは知らなかっ

た。参加してよかった」と話していました。

　11月３日(祝)、第８回ハロウィンパレード

がＮＰＯ法人わいわいネットワークの主催

によりニュータウン内で開催されました。

参加した約１００名の子どもたちは、魔女や

モンスターなどかわいく仮装し、家々を訪れ

「トリック・オア・トリート」と唱え、たくさ

んのお菓子をもらいました。

　11月19日(土)、ダイヤモンド・金婚式が総

合老人福祉センターで行われました。結婚

してから60周年のダイヤモンド婚には５組、

50周年の金婚には13組のご夫妻が参加され、

 川  野  辺  金  吾 さんは、謝辞の中で「60年連れ添
かわ の べ きん ご

い夫婦というよりも空気のような関係、妻に

感謝しています」と語りました。

　11月９日(水)、戦没者追悼式が中央公民館

で執り行われました。会場には、約90名の遺

族が集まり、遺族会の 石  山  甚  一  郎 会長は「私
いし やま じん いち ろう

たちが平和に暮らしていられるのは、先人た

ちのおかげです。先人たちの志を受け継い

で、末永い平和な社会を築いていきたい」と

追悼の辞を述べました。
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町
で
行
っ
て
い
る
婚
活
事
業
を

友
人
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
興
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

平
成　

年
度
か
ら
町
と
商
工
会

21

青
年
部
、
農
協
青
年
部
が
中
心
と

な
っ
て
婚
活
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
現
在
ま
で
夏
と
冬
の
年
２

回
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
バ
レ
ン
タ

イ
ン
な
ど
の
企
画
と
と
も
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
毎
回
６
〜

７
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
そ

の
内
１
組
は
、
め
で
た
く
ご
結
婚

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

麺－

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

９
月　

日
、 
麺 
料
理
の
ナ
ン

め
ん

25

バ
ー
ワ
ン
を
来
場
者
の
投
票
で
選

ぶ
群
馬
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）「
麺－

１

グ
ラ
ン
プ
リ　

館
林
」
が
開
催
さ

i n

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内
外
か
ら

う
ど
ん
に
や
き
そ
ば
、
パ
ス
タ
や

ラ
ー
メ
ン
な
ど
招
待
５
店
舗
を
含

む　

店
舗
が
出
店
し
、
板
倉
町
か

57
ら
出
店
し
た
原
田
製
麺
が
、

「
き
ゅ
う
り
の
冷
や
汁
で
食
べ
る

地
粉
う
ど
ん
」
を
出
品
し
、
見
事

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

郷
土
料
理
で
挑
戦

　

ま
だ
、
将
来
進
む
べ
き
道
を

迷
っ
て
い
た
約
７
年
前
、
父
親
で

あ
る
三
代
目
が
一
時
体
調
を
崩
し

た
こ
と
も
あ
り
、
帰
郷
し
て
家
業

ここここここここここだだだだだだだだだだわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりのののののののののの麺麺麺麺麺麺麺麺麺麺ででででででででででググググググググググラララララララララランンンンンンンンンンププププププププププリリリリリリリリリリ獲獲獲獲獲獲獲獲獲獲こだわりの麺でグランプリ獲得得得得得得得得得得得

地地地地地地地地地地産産産産産産産産産産地地地地地地地地地地消消消消消消消消消消でででででででででで地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化地産地消で地域活性化ををををををををををを

婚
活
事
業
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

ま
ず
は
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

原田 一平さん

　

は
ら
だ
・
い
っ
ぺ
い　

大
字
板
倉
在
住
／
大

正
５
年
創
業�
原
田
製
麺
の
代
表
取
締
役
。
家

族
を
中
心
に　

人
ほ
ど
で
営
む
製
麺
所
を
切
り

10

盛
り
し
、
群
馬
Ｄ
Ｃ
「
麺－

１
グ
ラ
ン
プ
リ　
i n

館
林
」
で
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。

(11) 広報いたくら　Ｈ23．12．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

会
場
は
主
に
町
内
で
開
催
さ

れ
、
男
女　

名
程
度
で
時
間
制
の

25

１
対
１
の
ト
ー
ク
や
フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
後
半
で
は
、

お
互
い
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
あ
っ
た

カ
ッ
プ
ル
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に

は
、
ま
ず
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

写
真
を
貼
り
付
け
、
役
場
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
多
数
の
場
合
に
は
、
書
類
選

考
で
参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
さ
れ
る
か
た
に

は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
前
に
そ
れ
ぞ

れ
ご
自
身
を
磨
い
て
い
た
だ
く
た

め
、
男
女
向
け
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
気
で
結
婚
を
考
え
て

い
る
独
身
男
女
を
応
援
し
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
や
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、「
ど
う
せ
や
る
な
ら

楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
が
本
当
に

お
い
し
い
と
思
う
、
お
客
様
に
お

い
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
商
品

を
つ
く
り
た
い
」
と
原
田
さ
ん
は

心
に
誓
っ
た
そ
う
で
す
。

　

麺－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
群

馬
産
地
粉
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に

こ
だ
わ
り
、
試
行
錯
誤
の
上
、
開

発
ま
で
に
７
、
８
年
を
要
し
た

「
き
ぬ
こ
が
ね
」を
使
用
。
こ
し
が

あ
り
、
の
ど
ご
し
な
め
ら
か
で
冷

た
く
て
も
暖
か
く
て
も
お
い
し
い

の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
昔
か

ら
地
元
農
家
が
よ
く
食
べ
て
い
た

と
い
う
素
朴
な
郷
土
料
理
「
き
ゅ

う
り
の
冷
や
汁
」
と
組
み
合
わ
せ

て
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

冷
や
汁
は
、
従
来
の
ご
ま
だ
れ

よ
り
、
甘
さ
控
え
め
に
し
、
奥
様

の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
「
だ
し
汁
の

氷
」
を
入
れ
て
勝
負
。
残
暑
の
な

か
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
こ

の
狙
い
が
見
事
的
中
し
た
そ
う
で

す
。「
食
べ
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
か
た
が
冷
や
汁
だ
け
で
な
く
純

粋
に
麺
が
お
い
し
い
と
評
価
し
て

く
れ
た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
原
田
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

体
に
良
く
お
い
し
い
も
の

　

家
業
を
継
ぐ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

な
知
り
合
い
か
ら
、
多
く
の
事
を

学
ん
だ
そ
う
で
す
。
中
で
も
「
こ

れ
か
ら
は
体
に
良
い
も
の
を
つ
く

ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
の
言
葉

が
、
今
の
原
田
さ
ん
の
麺
作
り
の

基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
板
倉
町
に
戻
っ
て
き
て
、
改

め
て
地
元
に
支
え
ら
れ
、
商
売
し

て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
」と
話
す
原
田
さ
ん
。

今
後
も
地
域
活
性
化
の
た
め
に
地

産
地
消
に
力
を
入
れ
、
県
外
の
人

た
ち
に
原
田
製
麺
の
麺
と
板
倉
町

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
に
で
き
る
だ
け
お
い
し

い
も
の
を
、
将
来
的
に
は
、
お
店

も
出
し
て
み
た
い
」
と
夢
を
語
る

原
田
さ
ん
の
姿
に
、
応
援
し
て
行

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

高木朝子

化
学
を
駆
使
し
て
多
糖
の
有
効
活
用

 
長  
谷  
川   
輝  
明  
准
教
授

は 

せ 
が
わ 
て
る 
あ
き

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

生
命
科
学
科

■主な研究テーマ
・多糖を骨格とする機能性材料群の開発 
・糖鎖間相互作用のメカニズム解明

糖の研究
　長谷川准教授は東洋大学で平成18年から糖の
研究をしています。１つ１つの糖を単糖といい、
多くの単糖がつながったものをオリゴ糖または
多糖といいます。単糖の種類は数十種類しかな
いといわれていますが、単糖の配列やつながり
方によってオリゴ糖や多糖には無限の種類があ
り、それぞれが固有の機能を持っているそうです。
　長谷川准教授は、生命科学部の中でも化学を
専門とする数少ない教員であり、有機化学の知
識を使い、医療や材料の分野で役に立つ新しい
機能をもったオリゴ糖や多糖をつくる研究に力
を入れています。「例えば多糖を適切に化学処
理すれば、プラスチックの代わりになる多糖材
料を開発できるかも知れませんし、資源・環境
問題の解決にも貢献できるかも知れません」と
長谷川准教授は話します。

将来がんの治療につながる研究
　長谷川准教授の研究の一つに、細胞と細胞の
間の接着に関係する糖の研究があります。例え
ばがんの転移やさまざまな炎症なども、細胞と
細胞の間の接着が原因となっており、糖の研究
によってこれらを防ぐ方法が見つかるかも知れ
ません。この研究はまだ世界でも研究している
人がほとんどいない未知の分野です。
　「化学は自然にないものを自由に創れること
が魅力。流行に流されず、自分の信じたことを
貫き、将来、人や環境に役立つ研究をしていき
たい」と長谷川准教授は、明るい人柄をにじま
せ、抱負を語ってくれました。
■レポーター　広報編集委員　田部井　治



( 12)

◆
申
込
先
・
受
付

　

月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

12

(木)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

期
日　

平
成　

年
１
月　

日　

・

24

11

(水)

　

日　

・　

日　

・
２
月
１
日

18

(水)

25

(水)

　

・
８
日　

（
全
５
回
）

(水)

(水)

時
間　

午
後
７
時

　
　
　
（
１
時
間　

分
程
度
）

30

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
た
全
身
運
動

講
師　
 
川  
野  
辺  
友  
子 
さ
ん

か
わ 
の 

べ 
と
も 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
・

汗
ふ
き
タ
オ

ル
・
飲
み
物

服
装
等　

運
動
シ
ュ
ー
ズ
・
運
動

の
で
き
る
服
装

申
込
期
限　

平
成　

年
１
月
６
日　

24

(金)

◆
郷
土
料
理
を
学
ぼ
う
！

期
日　

平
成　

年
１
月　

日　

・

24

22

(日)

２
月　

日　

（
全
２
回
）

19

(日)

時
間　

午
前
９
時

内
容

第
１
回　

豆
腐
・
五
目
ご
飯
・
卯

の
花
サ
ラ
ダ
・
お
吸
い
物

第
２
回　

こ
ん
に
ゃ
く
・
十
王
飯
・

豆
腐
の
白
和
え
・
チ
キ
ン
団
子

ス
ー
プ

講
師　
 
桜  
田  
八  
千  
代 
さ
ん
、 
小  
野 

さ
く
ら 
だ 

や 

ち 

よ 

お 

の

 
田  
定  
子 
さ
ん
（
食
の
伝
承
士
）

だ 
さ
だ 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
15

※
両
日
参
加
で
き
る
か
た

材
料
費　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
期
限　

平
成　

年
１
月　

日　

24

13

(金)

　

東
部
公
民
館

◆
親
子
リ
ー
ス
パ
ン
教
室

日
時　
　

月　

日　

12

24

(土)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

親
子
で
つ
く
る
ク
リ
ス
マ

ス
向
け
リ
ー
ス
型
パ
ン
の
調
理
実
習

講
師　
 
青  
木  
敬  
子 
さ
ん

あ
お 
き 
け
い 
こ

対
象　

親
子
８
組

材
料
費　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
用
大
き
め
な
空
き
箱

◆
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
教
室

日
時　
　

月　

日　
　
　

12

28

(水)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

生
花
を
ア
レ
ン
ジ
お
正
月

飾
り
制
作

講
師　
 
小  
久  
貫 
き
よ 
江 
さ
ん

お 

く 
ぬ
き 

え

対
象　

一
般
成
人　

名
10

材
料
費　

２，
０
０
０
円

持
参
品　

花
切
り
は
さ
み

   
南
部
公
民
館

◆
寄
せ
植
え
教
室

日
時　
　

月　

日　
　

午
後
１
時

12

24

(土)

内
容　

お
正
月
用
の
寄
せ
植
え

講
師　
 
森  
田  
公  
道 
さ
ん

も
り 
た 
ま
さ 
み
ち

対
象　

一
般
成
人　

名
12

費
用　

３，
０
０
０
円

持
参
品　

シ
ャ
ベ
ル
・
軍
手
な
ど

◆
キ
ム
チ
作
り
教
室

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

24

22

(日)

　
　
　

午
後
１
時

内
容　

キ
ム
チ
作
り

講
師　
 
小  
林  
紀  
美  
子 
さ
ん

こ 
ば
や
し 
き 

み 

こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

◆いたくら秋の祭典

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

各施設お問合せ先

　
　

月　

日　

、
高
崎
市
立

10

30

(日)

群
馬
体
育
館
で
平
成　

年
度

23

群
馬
県
中
学
校
新
人
大
会
第

　

回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

33会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
最
後
ま
で
全
力
で
プ

レ
ー
し
た
結
果
、
板
倉
中
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
の
対
笠
懸
南
中
で

は
苦
戦
を
し
ま
し
た
が
、
２

回
戦
以
降
は
順
調
の
勝
ち
進

み
、
決
勝
戦
で
は
赤
堀
中
を

圧
倒
し
、
群
馬
県
の
中
学
校

の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

県
大
会
優
勝
！

広報いたくら　Ｈ23．12．１(13)

　

北
部
公
民
館

◆
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

期
日　

平
成　

年
１
月　

日　

〜

24

12

(木)

３
月
８
日　
　

毎
週
木
曜
日
（
全

(木)

８
回
）

※
２
月　

日　

除
く

23

(木)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

中
高
年
向
き
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ

講
師　
 
宇  
賀  
神  
博  
子 
さ
ん

う 

が 
じ
ん 
ひ
ろ 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
15

持
参
品　

マ
ッ
ト
・
飲
み
物

　

各
公
民
館

◆
種
子
工
芸
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
間　
　

月
２
日　

〜　

日　

12

(金)

27

(火)

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で

◆
第
３
回
歌
う
健
康
法
「
音
楽
療

法
教
室
」

日
時　
　

月　

日　
　

午
後
２
時

12

23

(祝)

場
所　

北
部
公
民
館
ホ
ー
ル

指
導　
 
細  
谷  
美  
内 
さ
ん
（
音
楽

ほ
そ 

や 

み 

な
お

家
・
音
楽
療
法
士
）

会
費　

５
０
０
円
（
当
日
参
加
も

で
き
ま
す
）

主
催　

ば
ば
ん
ご
の
会

後
援　

北
部
公
民
館

連
絡
先　

北
部
公
民
館

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　
　

月　

日　

12

10

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　
　

月　

日　

12

10

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
・
遊
び
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　
　

月　

日　
　

午
前　

時

12

17

(土)

10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
ポ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
展
〜
東
毛
の

ロ
ー
カ
ル
創
作
レ
ー
ベ
ル
〜

日
時　
　

月
２
日　

〜　

日　

12

(金)

18

(日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
絵
画
、
写
真
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
展
示

出
展　

ポ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス

入
館
料　

無
料

◆
冬
休
み
子
ど
も
企
画
「
し
ぜ
ん

か
ん
ク
イ
ズ
」

　

わ
た
ら
せ
自
然
館
に
来
て
板
倉

町
や
遊
水
地
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

て
み
よ
う
！

日
時　
　

月　

日　

〜
平
成　

年

12

10

(土)

24

１
月
６
日　
　

午
前
９
時
〜
午
後

(金)

４
時　

分
30

※
全
問
正
解
者
に
は
粗
品
贈
呈

　

町
で
は
、
板
倉
町
の
文
化
の
振

興
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
及
び

団
体
を
文
化
功
績
者
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、　

月　
11

26

日　

に
開
催
し
た
青
少
年
育
成
団

(土)
体
等
研
修
会
の
中
で
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者

▼
小
・
中
学
生
の
部

○ 
飯  
塚  
日  
彩 
さ
ん

い
い 
づ
か 
ひ 
よ
り

　

南
小
６
年　

書
写

○ 
茂  
木  
奈  
 々 
可 
さ
ん

も 

き 

な 

な 

か

　

板
中
１
年　

書
写

○ 
及  
川   
絢 
さ
ん

お
い 
か
わ 

あ
や

　

春
日
部
共
栄
中
１
年　

音
楽

▼
高
校
生
及
び
一
般
の
部

○ 
小  
川  
優  
雅 
さ
ん

お 
が
わ 
ま
さ 
の
り

　

栃
木
農
業
高
校
３
年　

環
境

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
２

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
で
は
、
新
成
人
の
か
た
が

た
を
対
象
に
、　

歳
の
門
出
を

20

祝
し
て「
平
成　

年
度
板
倉
町
成

23

人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

立
志
式
に
自
分
の
将
来
の
夢
な

ど
を
は
が
き
に
書
き
封
入
し
た
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
も

実
施
し
ま
す
。
新
成
人
者
だ
け

で
な
く
一
般
の
か
た
の
来
場
も

で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

平
成　

年
１
月
８
日　

24

(日)

受
付　

午
前
９
時　

分
30

式
典
開
始　

午
前　

時
10

会
場　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

か
た
及
び
本
町
出
身
の
か
た
。

内
容

　

第
１
部 
記
念
式
典

　

第
２
部 
記
念
撮
影

　

第
３
部 
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

※
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
成
人
代

表
者
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
費
制

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
２

　

歳
の
門
出
を
祝
し
て

20

受
賞
お
め
で
と
う

　

文
化
功
績
者
表
彰

〜
平
成　

年
度
板
倉
町
成
人
式
〜

23
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《広告》《広告》

　

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し

て
、
新
鮮
で
安
全
な
商
品
（
板
倉

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
新
鮮
野
菜
ほ

か
）
を
大
特
価
販
売
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

12

25

(日)

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

30

場
所　

板
倉
町
農
産
物
直
売
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

※
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
パ
ス

ポ
ー
ト
・
板
倉
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

季
楽
里
商
品
券
な
ど
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
（
お
買
い
上
げ

１，
０
０
０
円
ご
と
に
１
回
抽
選
）

問
合
せ　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

�
　

－

４
１
４
７

91

　

骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
食
事

や
運
動
の
コ
ツ
を
、
１
コ
ー
ス
２

日
間
で
学
び
ま
す
。

　

ぜ
ひ 
骨  
骨 
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加

こ
つ 
こ
つ

く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
か
1
日
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

日
時
・
場
所

○
１
日
目　

平
成　

年
１
月　

日　

24

13

(金)

午
後
１
時
〜
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

「
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た

め
の
講
話
」
井
上
整
形
外
科
医
院

院
長　
 
井  
上 

い
の 
う
え 
研  
次 
先
生

け
ん 
じ

「
元
気
の
骨
体
操
」

○
２
日
目　

平
成　

年
１
月　

日　

24

25

(水)

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

中
央
公
民
館

「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
調
理
実

習
」
※
別
途
、
参
加
費
２
０
０
円

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

邑
楽
館
林
農
協

【
ご
み
収
集
】

◎
生
・
可
燃
ご
み

▼　

月　

日　

・
１
月
５
日　

12

29

(木)

(木)

　

１
〜　

区
、　

区
〜　

区

16

30

36

▼　

月　

日　

・
１
月
６
日　

12

30

(金)

(金)

　
　

〜　

区

17

29

◎
び
ん
・
か
ん
・
危
険
物

▼　

月　

日　

・
１
月
４
日　

12

21

(水)

(水)

　

１
〜　

区
、　

区
〜　

区

16

30

36

▼　

月　

日　

・
１
月　

日　

12

28

(水)

11

(水)

　
　

〜　

区

17

29

※　

月　

日　

〜
１
月
３
日　

は

12

29

(木)

(火)

資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
源
ご
み

の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
し
尿
処
理
】

　

し
尿
処
理
を
し
て
い
る
館
林
衛

生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

（　

月　

日　

〜
平
成　

年
１
月

12

29

(木)

24

３
日　

）
の
間
受
け
入
れ
し
ま
せ

(火)

ん
。
そ
の
た
め
、
業
者
に
よ
る
し

尿
の
く
み
取
り
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
各
施
設
の
休
館
】

◎
健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

　
　

月　

日　

正
午
ま
で
営
業

12

31

(土)

※　

月　

日　

も
休
ま
ず
営
業

12

23

(祝)

◎
各
公
民
館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日　

〜
１
月
３
日　

12

29

(木)

(火)

◎
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　

月　

日　

〜
１
月
３
日　

12

29

(木)

(火)

◎
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日　

〜
１
月
４
日　

12

28

(水)

(水)

　
　

月　

日　

〜
平
成　

年
１
月

12

29

(木)

24

３
日　

ま
で
の
年
末
年
始
、
役
場

(火)

な
ど
の
業
務
が
休
み
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
業
務
内
容
や
施
設
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
休
み
と
な
る
業
務
・
施
設
な
ど
】

　

役
場
業
務
（
戸
籍
に
関
す
る
届

け
出
を
除
く
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
し
尿
処
理

【
戸
籍
・
住
民
票
】

　

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の
戸

籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、
年
末
年

始
の
業
務
が
休
み
の
日
で
も
受
け

付
け
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
及
び
休
日
（
年

末
年
始
を
含
む
）
の
住
民
票
、
印

鑑
証
明
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
電

話
予
約
が
あ
れ
ば
交
付
で
き
ま

す
。
（
年
末
は　

月　

日　

ま
で

12

28

(水)

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
）

【
水
道
工
事
】

　

水
道
工
事
店
休
祝
日
当
番
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
税
金
な
ど
の
納
入
】

　

各
金
融
機
関
で
、　

月　

日　

12

30

(金)

ま
で
行
い
ま
す
。

▼
群
馬
銀
行
、
館
林
信
用
金
庫
、

お
知
ら
せ

暮
ら
し
イ
キ
イ
キ
！

骨
骨
セ
ミ
ナ
ー
開
催

有料広告募集中！
『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　
広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）
対象企業　公社・公益法人ならびに事業所を有する私企業・
事業者
料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円
下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円
申込先・問合せ　情報広報係　�内線１５１

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

歳
末
大
売
り
出
し

年
末
年
始
の
役
場
業
務

(15) 広報いたくら　Ｈ23．12．１

　

年
末
年
始
に
か
け
て
多
発
す
る

悪
質
商
法
に 
騙 
さ
れ
な
い
た
め

だ
ま

に
、
そ
の
手
口
と
対
処
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日　
　

12

22

(木)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

学
習
室

内
容　

悪
質
商
法
の
手
口
と
対
処

法
・
板
倉
町
の
消
費
者
被
害
状
況

講
師　
 
峯  
岸 

み
ね 
ぎ
し 

雅  
之  
さ
ん
（
県
消
費

ま
さ 
ゆ
き

生
活
セ
ン
タ
ー
）・ 
川  
野  
辺 

か
わ 

の 

べ 
明  
子 

あ
き 

こ

常
よ
り
短
い
時
間
で
実
施
し
ま
す
。

場
所　

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

参
加
者
へ
温
か
い
豚
汁

（
予
定
）
を
無
料
配
布
（
先
着
２
０

０
名
）

申
込
み　

不
要
。
当
日
大
学
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
洋
大
学
板
倉
事
務
部

教
学
課

�
　

－

９
１
７
２

82

　

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険

者
」（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

20

60

人
）
は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き

だ
け
で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退

職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
け
出
が

相
談
員（
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

募
集
人
数　
　

名
30

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　
　

月　

日　

12

20

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

今
年
も
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
町
を
明
る

く
彩
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

点
灯
式
日
時　
　

月
８
日　

12

(木)

午
後
６
時　

分
20

点
灯
期
間　
　

月
８
日　

〜
平
成

12

(木)

　

年
１
月　

日　
　

24

23

(月)

日
没
後
〜
午
後
８
時　

※
今
回
は
電
力
需
要
を
勘
案
し
通

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き
（
３

号
か
ら
１
号
へ
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き  
（
３

号
か
ら
１
号
へ
）

○
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き（
３
号
か
ら
１
号
へ
）

○
配
偶
者
が　

歳
に
な
っ
た
と
き

65

（
３
号
か
ら
１
号
へ
）

※
本
人
が
役
場
へ
届
け
出

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
・
退

職
し
た
翌
日
に
再
就
職
し
た
と
き

（
３
号
の
種
別
確
認
）

※
転
職
後
の
勤
務
先
事
業
所
か
ら

年
金
事
務
所
へ
届
け
出

　

詳
し
く
は
、お
近
く
の
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課　

�
　

－

３
７
１
２

49

　ＪＡ邑楽館林青年部による婚活イ
ベント第２弾を開催します。
　ソーセージ作りを体験し、楽しみ
ながらすてきな出会いを見つけてみ
ませんか？

日時　平成24年１月28日（土）
午後０時30分～５時30分
会場　地域農業総合管理施設＆ミー
トセンター（邑楽町篠塚１２７５）
募集人員　30代～40代前半の独身女
性10名程度（先着順）
申込期限　平成24年１月13日（金）
内容　１対１トークタイム、ソー
セージ作り体験、フリートークタイ
ム、カップリング発表
参加費　１，０００円
申込先・問合せ
ＪＡ邑楽館林園芸企画課
�７３－４９９１

新
春
恒
例
消
防
隊

出
初
式
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成　

年
１
月
７
日　

24

(土)

午
前　

時　

分

10

30

場
所　

館
林
市
役
所
東
広
場

内
容　

館
林 
鳶 
職
組
合

と
び

 
梯 
子
乗
り

は
し

演
技
披
露
・
消
防
署
音
楽
隊
演

奏
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進（
徒
歩

部
隊
・
車
両
部
隊
）披
露

※
館
林
市
役
所
南
道
路
は
午
前　
11

時　

分
〜
午
後
０
時　

分
ま
で
通

30

30

行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合

�
　

－

３
１
７
１

72

騙
さ
れ
な
い
た
め
の

悪
徳
商
法
予
防
教
室

電話当 番 店曜日日月

82- 0027㈲岩崎設備土３

12

82- 0001㈲しんえい設備日４

82- 0095山岸管工設備土10

82- 0261㈲小倉設備日11

77- 0057宇治川管工土17

82- 1856高田管工設備日18

77- 0358㈲長谷川設備祝23

82- 2982土橋設備土24

82- 2152㈲佐山設備日25

82- 0537㈲根岸工業木29

82- 1025㈲鈴木設備金30

82- 0027㈲岩崎設備土31

82- 0001㈲しんえい設備祝１

１ 82- 0095山岸管工設備月２

82- 0261㈲小倉設備火３

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　12月26日（月）

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

配
偶
者
の
退
職
や
転
職
で
も

届
け
出
が
必
要
で
す

「消したはず「消したはず」」

決めつけない　決めつけないでで

もう一　　もう一度度

ＪＡ邑楽館林青年部婚活
ソーセージ作り体験
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期
日　

平
成　

年
２
月
２
日　

24

(木)

組
数　
　

組（
１
６
０
名
）定
員
に

40

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

利
用
料
金　

５，
０
０
０
円
（
プ

レ
ー
フ
ィ
ー 
食
事 
消
費
税
込
み
）

※「
友
の
会
」料
金
と
は
併
用
で
き

ま
せ
ん
。

対
象
者　

板
倉
町
、
小
山
市
、
加

須
市
、
栃
木
市
、
野
木
町
に
お
住

ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
の
か
た

申
込
期
限　

平
成　

年
１
月　

日　

24

19

(木)

　

組
単
位
で
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
、「
地

元
優
先
日
を
利
用
し
ま
す
」
と
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
予
約
状
況
に

よ
り
締
切
日
以
降
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
締
切
日
以
降
は
、
予
約
状

況
に
よ
り
一
般
者
へ
解
放
し
ま

す
。
キ
ャ
デ
ィ
は
つ
き
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�
０
２
８
２－

　

－

１
５
１
５

62

　

群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
平
成　
23

年　

月
７
日
よ
り
時
間
額
６
９
０

10
円
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の
最
低

額
を
定
め
た
も
の
で
す
。
最
低
賃

金
は
、
群
馬
県
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
使
用
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
賃
金　

通
常
の
労
働
時
間
や

労
働
日
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃

金
に
限
ら
れ
、
通
勤
手
当
及
び
家

族
手
当
な
ど
を
除
い
た
も
の

そ
の
他　

特
定
の
産
業
に
つ
い
て

は
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

�
０
２
７－
２
１
０－

５
０
０
５

募
集
人
員　
　

名
40

修
業
年
限　

３
年

願
書
受
付　
　

月　

日　

〜
平
成

12

19

(月)

　

年
１
月　

日　

24

10

(火)

試
験
日　

○
第
１
次
試
験
（
学
科
試
験
）

平
成　

年
１
月　

日　

24

17

(火)

○
第
２
次
試
験（
小
論
文
・
面
接
）

平
成　

年
１
月　

日　

24

27

(金)

試
験
会
場　

館
林
高
等
看
護
学
院

応
募
資
格　

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
者

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者

出
願
書
類　

入
学
願
書
（
当
学
院

所
定
の
用
紙
）・
受
験
票（
当
学
院

所
定
の
用
紙
）・
高
等
学
校
の
調

査
書
・
返
信
用
封
筒
（
長
４
号
封

筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
し　

円
80

切
手
を
貼
付
）・
写
真
２
枚（
名
刺

型
４
×
３
㎝
）
最
近
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
上
半
身
、
正
面
、
脱

帽
、
裏
面
に
氏
名
を
明
記
し
、
入

学
願
書
・
受
験
票
に
貼
付

受
験
料　

２
０，
０
０
０
円（
郵
便

普
通
為
替
に
よ
る
）

問
合
せ　

館
林
高
等
看
護
学
院

館
林
市
苗
木
町
２
４
９
７－

１

�
　

－

７
１
７
５

73
募
集
人
員　
　

名
程
度

80

勤
務
内
容　

受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
作
業
及
び
書
類
整
理
な
ど

勤
務
場
所　

館
林
税
務
署
ま
た
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

勤
務
期
間　

平
成　

年
１
月
下
旬

24

〜
３
月
中
旬
、
ま
た
は
下
旬
ま
で

（
た
だ
し
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
昼
休
み
を
除
く
５
時
間　

分
）

30

応
募
先
・
問
合
せ　

館
林
税
務
署
総
務
課

�
　

－

９
５
０
０

72

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園など、各施設の放射線量を週に一度
計測しています。結果は随時、町ホーム
ページで公表しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○学校教育係　�内線６１３
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要
測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0850. 0750. 0840. 0760. 0860. 073校庭板倉中学校

0. 0950. 0730. 1100. 0760. 1150. 063校庭東小学校

0. 1000. 0830. 1010. 0950. 1110. 090校庭南小学校

0. 0900. 0640. 0930. 0690. 1170. 058校庭北小学校

0. 0810. 0720. 0820. 0750. 0800. 064校庭西小学校

0. 0740. 0700. 0770. 0710. 1080. 070園庭北保育園

0. 0650. 0620. 0660. 0590. 0860. 065園庭板倉保育園

0. 0790. 0740. 0810. 0710. 0980. 076館庭児童館

0. 0870. 0760. 0850. 0770. 0790. 068園庭そらいろ保育園

0. 0780. 0690. 0880. 0730. 0940. 073園庭ひまわり幼稚園

0. 0740. 0580. 0740. 0650. 1000. 071園庭まきば幼稚園

※10月22日～11月21日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
募
集
の
ご
案
内

　

月
７
日
よ
り
改
正

10群
馬
県
最
低
賃
金

館
林
税
務
署

臨
時
職
員
募
集

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

地
元
優
先
日
の
ご
案
内

(17) 広報いたくら　Ｈ23．12．１

▼
平
成　

年
度
離
地
区（
町
道
１

23

－

７
号
線
他
）配
水
管
布
設
替
工
事

工
事
場
所　

大
字
離
地
内

設
計
価
格    
７，
８
６
０，
０
０
０
円

予
定
価
格    
６，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額    
６，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
坂
田
建
設

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

▼
福
祉
向
上
の
資
金
と
し
て

金
５
０，
０
０
０
円

群
馬
県
ゴ
ル
フ
連
盟

館
林
支
部　

様

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様
（
館
林
市
）

◎　

月　

日
執
行

11

18

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
社
会
資
本
整
備
総

23

合
交
付
金
事
業
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
策
定
業
務
委
託

工
事
場
所　

板
倉
町
地
内

設
計
価
格    
３，
４
７
０，
０
０
０
円

予
定
価
格    
３，
１
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額    
３，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト�

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成　

年
度
岩
田（
第
３
）浄
水

23

場
ろ
過
機
改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格    
７，
９
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格    
６，
９
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額    
６，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

水
機
興
業�

　

看
護
有
資
格
者
の
再
修
業
を
支

援
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

〜

24

25

(水)

　

日　
27

(金)

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

30

45

場
所　

慶
友
整
形
外
科
病
院

講
義
・
実
習
共
同
病
院

対
象
者　

未
就
業
の
看
護
有
資
格

者
、
在
宅
か
ら
再
就
職
し
た
１
年

未
満
の
看
護
職
者

定
員　
　

名
20

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

平
成　

年
１
月　

日　

24

20

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
６
９－

５
２
０
２

�
０
２
７－

２
６
９－

８
６
０
１

定　例　相　談
●人権相談　午前10時～午後３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●法律相談　午後１時～３時　
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆ことばとからだの発達相談(言語聴覚士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
    ◆ふれあい相談会
　　午後１時15分～３時30分　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

年累計   314件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（10月16日～11月15日）
５件(   37件)�侵入窃盗
０件(   11件)�車上ねらい
０件(   １件)�自動販売機ねらい
７件(   39件)�乗物盗難
３件(   64件)�その他の事件
６件(   38件)�人身事故
14件( 124件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

町
・
県
民
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
６
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
６
期
）

納
期
限　
　

月　

日　

12

26

(月)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
〜
２
２
２

寄
附
採
納

看
護
力
再
開
発
講
習
会

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

入
札
結
果

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

館林医院
７４－２１１２

かさはら内科医院
５５－２５３７

神尾内科医院
７５－１２８８

安楽岡医院
７２－０５７２

12月４日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

須田内科医院
６３－１４１４

藤原医院
８８－７７９７

後藤内科医院
７２－０１３４

12月11日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

田沼整形外科医院
８８－９２２３

たなか医院
６２－２８８１

増田医院
８２－２２５５

たけい小児科アレルギー科※
７６－２５２５

さくま内科胃腸科ｸﾘﾆｯｸ
５５－２５００

12月18日
（日）

－
高木整形外科
６２－６６１１

加藤医院
８９－１０３１

益田小児科医院※
６２－５５３５

さくらクリニック
７２－３８５５

※都合により休診
12月23日
（祝）

－
井上整形外科医院
８２－１１３１

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
８８－５６７８

ミツワ診療所
７０－３０３０

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

横田胃腸科内科
７２－４９７０

12月25日
（日）

－
岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

須田内科医院
６３－１４１４

小西医院
８６－２２６１

神尾内科医院
７５－１２８８

多々良診療所
７２－３０６０

12月30日
（金）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

たなか医院
６２－２８８１

館林厚生病院※
７２－３１４０

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

12月31日
（土）

－
新橋病院

７５－３０１１
福田ペインクリニック
８４－１２３３

館林厚生病院※
７２－３１４０

土井レディスクリニック
７２－８８４１

１月１日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。○土井レディスクリニックは婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



( 18)

今月の表紙

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

　初の試みでもあった「いたくら秋の祭典」。日
中の暖かさとはうって変わって、日没後、気温も
下がり、冷え込みも厳しくなりましたが、 御  輿 の

み こし

勇壮な姿と色鮮やかな花火が、見る者の肌寒さ
を吹き飛ばし、会場を熱気で包み込みました。

人　口　　 １５，９２６人（－18）
　　男　　　 ７，９２７人（－６）
　　女　　 　７，９９９人（－12）
世帯数　　 　５，３１０戸（＋２）
              （　）内は前月比
　　　　  平成23年11月１日現在

布団・家具類などの受入日

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
３２１　【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日(29日・30日・31日は営業)
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日
　※年末年始は14ページを参照ください。 
　※詳しくは各施設までお問い合わせください。                     

●ことばとからだの
　　　　　発達相談(保）

●教育相談(中公)
◆県民交通安全日
◆冬の県民交通安全
　運動～10日

10９８７   窓口延長６５４
◆チャレンジ広場(児)

●健康相談(保)
●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)

●精神保健福祉相談
　　　　　　   （館保）

　
●健康相談(福)●農地相談(町)

◆コアラ学級(保)

17161514   窓口延長131211

◆県民防犯の日
◆１歳６か月児健診
　　　　　　　　(保)

◆自転車マナーアップ
　デー

●ふれあい相談会（館保）
◆乳児健診(保）
◆ＢＣＧ接種(保）

●人権相談(中公)
●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆骨密度検診(保）

◆骨密度検診(保）
◆おはなし会(児)

2423  天皇誕生日2221   窓口延長201918
◆チャレンジ広場(児)

●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)
◆小中学校
            ２学期終業式

●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆季楽里なんでも相談会 
　　　　 15: 00～ （季)  
 

31302928   窓口延長272625

●心配ごと相談(福)◆町税・保険料納期限
◆水道料金口座振替日
　(1～14区の一部、
　　　　　30～36区）
◆おはなし会(児)

◆クリスマス歳末
　　  大売り出し(季)
◆高齢者交通安全日

７６５４      窓口延長３２     振替休日１/１  元　旦

●健康相談(保）●精神保健福祉相談
（館保）

◆県民交通安全日

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日


	1.pdf
	2-3.pdf
	4-5.pdf
	6-7.pdf
	8-9.pdf
	10-11.pdf
	12-13.pdf
	14-15.pdf
	16-17.pdf
	18.pdf

